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2
0
2
1
年
4
月
に
芝
浦
工
業
大
学
学
長
に

就
任
し
ま
し
た
工
学
部
機
械
工
学
科
の
山
田
純
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
に

広
ま
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
大
学
教
育
が
困
難
な

状
況
で
の
着
任
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
学

長
と
し
て
の
最
初
の
仕
事
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
2
0
2
1
年
度
の
授
業
方
針
を
決
め
る
こ
と

で
し
た
。
感
染
の
不
安
が
払
拭
で
き
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
で
き
る

限
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
授
業
を
受
け
て
も
ら
う

と
い
う
方
針
を
固
め
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
準
備

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
新
学
期
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
学
は
6
年
後
の
2
0
2
7
年
に
創

立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
村
上
前
学
長
は
、

創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
て
、Centennial SIT 

Action

と
名
付
け
た
５
つ
の
推
進
項
目
　
１
．

理
工
学
教
育
日
本
一
（
教
育
）、
２
．
知
と
地
の

創
造
拠
点
（
研
究
）、
３
．
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学

教
育
モ
デ
ル
校
（
国
際
化
）、
４
．
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
先
進
校
（
多
様
性
）、
５
．
教
職
協
働

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
教
職
学
協
働
）
を
掲
げ
て
、

大
学
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
村
上
先

生
が
学
長
を
務
め
ら
れ
た
9
年
間
の
う
ち
、
当
初

の
3
年
は
S
I
T
総
合
研
究
所
所
長
と
し
て
研

究
環
境
・
支
援
体
制
の
整
備
に
従
事
。
後
半
の
6

年
間
は
工
学
部
長
と
し
て
、
教
学
運
営
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
二
代
前
に
学
長
を
務
め
ら
れ
た
柘
植

綾
夫
先
生
の
学
長
室
時
代
を
含
め
る
と
、
実
に
13

年
に
渡
っ
て
村
上
先
生
と
一
緒
に
大
学
の
運
営
に

携
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
道
を
歩

ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
村
上
先
生
が
敷
か
れ
た

改
革
の
路
線
を
継
承
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
や
急
速
な
社
会
の
情
報
化
な
ど
、
大
学
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
へ
の
対
応
も
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
教
育
、
研

究
、
国
際
化
に
つ
い
て
、
新
学
長
と
し
て
の
抱
負

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■	

教
育
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
前
に
な

り
ま
す
が
、
学
科
に
代
わ
る
課
程
制
の
導
入
と
い

う
課
題
が
、
国
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
背
景
に
は
、
産
業
分
野
の
急
速
な
変
遷
と
進
展

が
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
の
学
科
ご
と
に
縦
割

り
に
さ
れ
た
学
問
体
系
を
学
ぶ
だ
け
で
は
、
多
様

な
産
業
の
変
化
に
対
応
で
き
る
工
学
系
人
材
を
育

成
で
き
な
い
」
と
の
議
論
か
ら
生
じ
た
課
題
で

全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホル
ダ
ー
が
誇
り
に
思
え
る
、

真
の
グ
ロ
ー
バル
理
工
系
大
学
を
目
指
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
村
上
雅
人
前
学
長
か
ら
の
バ
ト
ン
を
受
け
た
山
田
純
新
学
長
。

2
0
2
7
年
の
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（C
entennial	SIT	Action

）
の
達
成
に
向
け
た
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

学長メッセージ 
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す
。
例
え
ば
、
第
3
次
A
I
ブ
ー
ム
に
よ
り
多

く
の
学
問
分
野
に
も
情
報
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

き
て
い
ま
す
。
私
の
専
門
分
野
で
言
え
ば
、
機
械

工
学
を
学
ぶ
だ
け
で
は
分
野
の
情
報
化
に
対
応
で

き
ま
せ
ん
。産
業
分
野
に
よ
っ
て
は
機
械
と
電
気
、

あ
る
い
は
機
械
と
化
学
を
学
ん
で
お
く
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
課
程
制
の
導
入
に
は
そ
の

よ
う
な
産
業
の
進
展
、
多
様
化
に
合
わ
せ
て
、
学

生
自
ら
が
学
ぶ
科
目
を
選
べ
る
よ
う
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
機
に
教
育
方
法
も
含
め
て
、
抜
本

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
に
関
し
て
は
前
述
以
外
に
も
、
昨
年
大
き

な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大

学
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔
授
業
と
い
う
大

き
な
武
器
を
手
に
し
た
の
で
す
。
当
初
不
安
は

あ
っ
た
も
の
の
、
半
年
も
し
く
は
1
年
を
通
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
展
開
し
た
こ
と
で
、
教
員
は

少
な
か
ら
ず
対
面
と
は
異
な
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
学
の
教
職
員

の
I
T
ス
キ
ル
が
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
本
学

の
I
C
T
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
た
お
か
げ
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
は
今
後
急
速
に
進
化
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
座
学
の
授
業
の
多
く
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
上
の
優
れ
た

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
で
置
き
換
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
こ
と
で
す
が
、
一

方
で
学
生
が
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
対
面
で

学
ぶ
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
改
め
て
考
え
る
必
要

が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
進
む
中
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
大
学
の
価
値
を

決
め
る
の
は
、
対
面
の
授
業
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
教
員
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
徹
し
、
学
生

が
自
ら
考
え
、
体
験
し
、
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■	

研
究
力
の
強
化
に
つ
い
て

T
H
E
（Tim

es H
igher Education

）
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
1
に
よ
る
と
、
国
内

の
私
立
大
学
で
は
、
早
稲
田
大
学
、
慶
應
義
塾
大

学
、
東
京
理
科
大
学
に
次
い
で
4
位
の
研
究
力

（Research Score

）
と
い
う
評
価
を
得
ま
し
た
。

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
点
数
的
に
は
上
位

の
大
学
に
離
さ
れ
て
い
ま
す
。研
究
力
の
強
化
は
、

本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
学

生
に
研
究
と
い
う
実
践
の
場
を
提
供
で
き
る
こ
と

か
ら
学
生
の
教
育
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
強
く

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
の
推
進
に
は
、
研
究
機
器
の
整
備
や
外
部

資
金
獲
得
の
支
援
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
教

員
へ
の
ソ
フ
ト
面
の
支
援
策
を
講
じ
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
外
部
資
金
を
獲
得
し
た
教

員
に
事
務
補
佐
員
を
配
置
す
る
こ
と
や
、
大
き
な

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
教
員
に
教
育
研
究

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
教
員
を
配
置
す
る
こ
と
な
ど

を
考
え
て
い
ま
す
。
後
者
に
関
し
て
は
、
一
時

的
な
サ
ポ
ー
ト
要
員
と
し
て
の
教
員
で
は
な
く
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
狙
う
若
手
教
員
を
採
用
し
、

本
学
の
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
よ
う
な
制

度
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。既
に
こ
の
4
月
よ
り
、

そ
の
一
部
を
具
現
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
教

員
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

■	

国
際
化
に
つ
い
て

村
上
前
学
長
主
導
の
も
と
本
学
は
、
2
0
1
4

年
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援

（
S
G
U
）
事
業
の
採
択
も
あ
り
、
こ
こ
8
年
余

り
で
驚
異
的
と
言
え
る
国
際
化
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
学
部
在
学
中
に
海
外
に
留
学
し
た
学
生
の

数
、
お
よ
び
本
学
に
来
た
留
学
生
の
数
は
、
こ
こ

10
年
で
10
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の

英
語
力
も
著
し
く
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、

2
0
2
0
年
度
の
S
G
U
事
業
の
中
間
評
価
で
、

最
高
の
「
S
」
評
価
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
採
択
大
学
37
校
中
8
校
に
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
は
S
G
U
事
業
の
完
遂
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
国
際
化
そ
の
も
の
に
加
え
て
、

国
際
化
を
研
究
力
の
強
化
と
学
生
教
育
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
若
手
、
中
堅
教
員
の
国
外

に
お
け
る
研
究
活
動
（
長
期
留
学
）
の
さ
ら
な
る

推
進
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
同
等
の
取
り
組
み
は

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
学
科
内
の
分
担
業
務
や

担
当
授
業
が
あ
る
中
で
は
、
本
人
に
希
望
が
あ
っ

て
も
実
現
し
難
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。
留
学
に
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
す
る
こ
と
で
解
消
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
教

66



員
の
留
学
先
と
の
関
係
を
活
用
す
れ
ば
、
学
生
の

研
究
留
学
も
促
進
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
卒
業
研

究
や
修
士
論
文
に
係
る
研
究
を
留
学
先
で
行
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
学
部
で
は
4
年
、
修
士
で
は
2

年
の
在
学
期
間
を
延
長
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
、

学
生
の
留
学
を
促
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■	
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

最
後
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
つ
い
て
も
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
柘
植
元
学

長
お
よ
び
村
上
前
学
長
の
お
か
げ
で
、
こ
の
10
年

で
目
覚
ま
し
い
躍
進
を
遂
げ
ま
し
た
。
前
述
の

T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
は
じ
め
有
名

4
0
0
社
就
職
率
、
志
願
者
数
な
ど
多
く
の
評

価
指
標
で
、
本
学
の
順
位
は
著
し
く
上
昇
し
ま
し

た
。
本
質
的
な
意
味
で
の
実
力
は
つ
い
て
き
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
受
験
生
が

関
東
の
有
名
総
合
私
大
と
本
学
の
両
方
に
合
格
し

た
場
合
、
競
合
先
に
逃
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
外
か
ら
見
た
イ
メ
ー
ジ

（
外
的
な
価
値
）
に
は
、
ま
だ
ま
だ
本
学
の
内
的

な
価
値
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
と
て

も
難
し
い
課
題
で
す
が
、
知
恵
を
絞
っ
て
外
的
価

値
向
上
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

在
学
生
、
卒
業
生
ほ
か
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
う
大
学
作
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

学長メッセージ 

生年月日 1959年6月14日

学歴
1978年3月
1982年3月　
1986年3月　

大阪星光学院高等学校卒業
東京工業大学生産機械工学科卒業
東京工業大学理工学研究科博士課程中退

学位 博士（工学）（1994年3月）

本学在任 
期間

2008年4月～2012年3月　
2012年4月～2015年3月

2011年12月～現在　
2015年4月～現在　
2018年6月～現在　

学長補佐 
SIT総合研究所長、先端工学研究機構長、 
大学院理工学研究科長補佐
評議員
工学部長
理事（施設担当）

教育歴

1988年4月～1995年9月    
1995年10月～2005年3月  
2001年10月～2002年8月

2005年4月～現在　　　　

東京工業大学工学部生産機械工学科助手 
山梨大学工学部機械工学科 助教授 
University of Kentucky, Visiting  
Associate Professor
芝浦工業大学工学部機械工学科 教授

職歴 1982年4月～1983年12月 ヤマハ発動機株式会社 研究部研究員

芝浦工業大学 学長
山田 純 （やまだ じゅん）

profile

世界を見据えて、自分に挑む。
	Challenge	to	the	World,	Challenge	to	Yourself

芝浦工業大学	学長	山田純×	
マーケティングアナリスト	原田曜平	特別対談

「世界で活躍する先生たちと、大学の
研究力を世界レベルに上げていきたい」
という思いを、山田学長が語ります。4
月 2 日に行われた入学式で初披露され
ました。

デジタルネイティブな Z 世代（1990 年
代中盤～ 2000 年代序盤以降の出生
者）が作る新しい理工系の世界観とは。
山田学長と若者研究家の原田曜平さん
が対談形式で探ります。

各動画は芝浦工業大学 YouTube チャンネルで公開中。
チャンネル登録もよろしくお願いします。

山田学長	メッセージ
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２
０
２
０
年
度

芝
浦
工
業
大
学
学
部・大
学
院
学
位
記
授
与
式

月
17
日
、
学
位
記
授
与
式
が
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
挙
行
さ
れ
、
学
部
・
大

学
院
を
合
わ
せ
て
2,
3
6
4
人
が
新
た
な
門
出

を
迎
え
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
各
学
科
、
専
攻
の
総
代
が
壇
上
に
上

が
り
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、「
創
立
者
有
元
史
郎

記
念
賞
」「
学
長
賞
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）」
な
ど
在
学

中
に
顕
著
な
活
躍
を
し
た
学
生
の
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
村
上
雅
人
学
長
に
よ
る
学
長
告
辞
で
は
、「
芝

浦
工
業
大
学
で
得
た
財
産
は
、
卒
論
研
究
や
修
論

研
究
な
ど
を
通
し
て
、
論
理
的
思
考
力
（critical 

thinking skills

）
が
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
る

こ
と
だ
」
と
日
本
語
と
英
語
で
説
か
れ
ま
し
た
。

最
後
は
「
将
来
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
ろ
う
と
も

芝
浦
工
業
大
学
で
身
に
つ
け
た
論
理
的
思
考
力
を

も
と
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。
本
学

で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
自
信
を
も
っ
て

社
会
に
出
て
く
だ
さ
い
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

鈴
見
健
夫
理
事
長
の
告
辞
で
は
「
ど
こ
に
行
っ
て

も
芝
浦
の
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ
ず
、
世

3

8
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界
に
そ
の
存
在
を
示
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
」
と
エ
ー

ル
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
村
上
学
長
が
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
歌
を
披
露
し
（
栄

光
の
架
橋
・M

y w
ay

）、
学
位
記
授
与
式
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
恩
師
や
大
学
時
代
を
と
も
に
過

ご
し
た
友
人
た
ち
と
記
念
撮
影
す
る
卒
業
生
の
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む
卒
業
生
た
ち
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

業を迎え、これまでの学生生活に一区切りをつ
けるとともに、進学・就職・留学と、新たな生活

をスタートさせる芝浦工大生たち。これまでにキャンパ
スで過ごした忘れられない青春の日々を振り返り、今後
の抱負や夢への思いを語ってもらいました。

学部４年生から修士２年生までの３年間、物質・材料研究
機構での研究に注力してきました。３年後期に研究室を選択
する際、外部での活動の可能性もあることに魅力を感じて所属
先を選択しました。研究室の先生から「物質・材料研究機構
での研究活動に興味があれば」とご紹介いただき、私は即座
にその機会を得たい旨を申し出ました。

この３年間で、国際学会では２件、国内学会では７件発表
する機会を得ました。特に国際学会は、ちょっとした “ 遊び ”
もあって印象深い思い出となっています。最初の国際学会の口
頭発表の会場であった英国ケンブリッジ大学は、広大な土地
に中世に建てられた歴史を感じる建造物ばかりで、おしゃれな
カフェや土産店が並んでいました。発表の合間にはニュートン
の木やキングスクロス駅、ヴァッキンガム宮殿を見学しました。
発表までの苦労もありましたが、このような楽しみが打ち消して
くれ、益々研究に意欲的に、熱心に取り組みました。その結果、
次の米国シアトルでの口頭発表では、最優秀発表賞を受賞す
ることができました。しかし、英語での発表、質疑応答は難
しく上手く対応できなかった反省点もあり、今後も英語の勉強
は続けなくてはと思っています。なお、シアトルでは、シアトル・
マリナーズ対ロサンゼルス・エンゼルスの野球の試合が丁度開
催されており、大谷選手のプレーを観戦しました。このように
国際学会は、私の研究生活の中で、大変さを忘れさせてくれ
る、楽しい目標になるような存在でもありました。

今後は、一般企業で研究に携わることになります。この先、
苦労がたくさんあると思いますが、地道に努力し続けることで
良い結果に繋がると信じています。まずは、特許を書くことを
目標の１つにし、取り組んでいきたいと考えています。

卒

海外学会でプレゼン様子

9

卒業生の声

前田 瑛里香さん

応用化学専攻修了

研究活動と学会発表に打ち込んだ学生生活



3 月卒業者数・修了者数芝浦工業大学附属中学高等学校芝浦工業大学柏中学高等学校

大学院理工学研究科博士（後期）課程 8人

大学院理工学研究科修士課程 439人

建築学部 236人

工学部 1,056人

システム理工学部 461人

デザイン工学部 162人

修了者・卒業者総数 2,364人

中学校 162人

高等学校 194人

中学校 190人

高等学校 285人

（2021 年 3 月末時点）

在学中は S.R.D.C という本学のロボット部に所属してお
り、ロボット製作に力を入れていました。私は「かわさきロボッ
ト」という競技用のバトルロボットを製作してきました。毎
年夏に開催されるかわさきロボット競技大会では学生から
社会人まで約 200 チームが出場し、そこで勝ち進むことを
目的に部員と協力しながら活動してきました。私が 4 年生
の時の大会では 4 位まで勝ち進むことができました。しか
しギリギリ表彰台に乗れなかったことが悔しかったため、
大学院に進学してからも部活を続けて大会に出場すること
にしました。その悔しさをバネに、どのようにすれば勝ち進
めるかをよく考え翌年のロボットを設計しました。結果、次
の大会ではそれらが功を奏して勝ち進み、部創設以来初
の優勝を飾ることができました。

部活からは本当に多くのことを学ぶことができました。特
に学科で学んだことを実際に部活のモノづくりに活かすこと
ができたため、良い経験になりました。部活の運営では自
分だけでなく部員のモチベーション管理、人や時間の使い
方等、社会に出てからも必要なスキルを学べました。

卒業後は研究で培ってきた知識や部活動の経験を活か
して実験装置メーカーで働きます。研究ではユーザーの、
部活動では製作者の視点でそれぞれ考えてきたため、両者
の視点からモノづくりができる設計者になりたいと思います。

私の大学生活は、１年生の時に先生から「矩形行列の
行列式」という不思議な魅力が詰まった数学の道具（テー
マ）を教えてもらい、魅せられたことから始まりました。

しかし、参考書や論文等の関連資料を集めたりしました
が、本質的な理解に至ったと感じることはできず、学科の
グローバル PBL にも参加して海外の人 と々交流しつつ情報
を集めましたが、このテーマに関する情報は見つけにくいも
のでした。

その後、３年生の時に大矢浩徳先生の研究室に配属さ
れ、より専門的な情報の収集方法を教えてもらいました。
先生は「数学のセミナーや研究集会に参加する目的は、新
たな知識を学びながら仲間を作ることだ」と教えてくれま
した。先生のおかげで、私は海外の先生から卒業論文に
関してアドバイスを受けたり、このテーマを深く理解するた
めのヒントを得ることができました。私は、このテーマの入
り口として「箙（えびら）の表現論」を学んでおり、現在研
究が盛んな分野と矩形行列の行列式を関連させることで、
より深い理解を得たいと思っています。

数学好きな人 と々同様、私も頑張って数学分野で成果を
出し、世界中の人々の研究に役に立ちたいです。

グローバル PBL2018 に参加かわさきロボット競技大会

10

卒業生の声 卒業生の声

岡野 瑛飛さん

理工学研究科　材料工学専攻 修了
伍 軒宏（ゴ ケンコウ）さん

数理科学科卒業

仲間と努力を積み重ねて得た、競技大会の優勝 矩形行列の行列式に魅せられて、
学長賞（グローバル賞）を受賞



２
０
２
１
年
度

芝
浦
工
業
大
学
入
学
式

芝浦工業大学入学者数芝浦工業大学附属中学高等学校芝浦工業大学柏中学高等学校

学部

工学部 1,051人

システム理工学部 512人

デザイン工学部 171人

建築学部 256人

大学院理工学研究科
修士課程 712人

博士（後期）課程 20人

合計 2,722人

中学校 161人

高等学校 230人

中学校 203人

高等学校 287人

月
2
日
、
2
0
2
1
年
度
芝
浦

工
業
大
学
入
学
式
を
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
挙
行
し
ま
し
た
。
学
部
・

大
学
院
を
合
わ
せ
て
2,
7
2
2
人
の
新

入
生
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
山
田
純
学
長
は
告
辞
で
「
2
0
1
4

年
、
本
学
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

創
成
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
本
学
の
国
際
化
が
加
速
し
ま

し
た
。
芝
浦
工
業
大
学
の
村
上
雅
人
前
学

長
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
『
社
会
に
学

び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
』

を
『
世
界
に
学
び
、
世
界
に
貢
献
す
る
理

工
系
人
材
の
育
成
』
と
言
い
換
え
、
国
際

化
を
推
進
し
ま
し
た
。
本
学
は
、
こ
れ
か

ら
も
大
学
全
体
の
国
際
化
を
進
め
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
際
交
流
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
に
は
、
臆
す
る
こ

と
な
く
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
国
際
交
流
の
重
要
性
を
伝

え
、
大
学
で
の
学
び
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま

し
た
。
続
い
て
鈴
見
理
事
長
に
よ
る
式
辞

と
、
山
田
学
長
に
よ
る
芝
浦
工
業
大
学

の
「
S
G
U
の
取
り
組
み
（
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
）」
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
新
入
生
は
大
学
の

取
り
組
み
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。〝
芝
浦
工
業
大
学
校
友
会Presents

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
コ
ン

サ
ー
ト
〟
も
行
わ
れ
、
贅
沢
な
門
出
の
祝

い
と
な
り
ま
し
た
。

4

東京フィルハーモニー交響楽団
指揮：岩村 力
芝浦工業大学 校歌（バリトン独唱）
モーツァルト：ディベルティメントK.136より第１、第４楽章
ワーグナー：歌劇「タンホイザー」より“夕星の歌”
ドヴォルザーク：交響曲第８番より第３楽章
エルガー：行進曲「威風堂々」第１番

11
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おいしいが
あなたを元気にする。

SIT Academic Column

「新型コロナウイルスに負けない免疫力をつけよう」。こういったタイトルで特集を組んだ健康番組や CM をよく
目にするようになり、紹介された納豆やヨーグルトなどの食品が一時的に品薄になることもある。人々の健康に
対する関心は感染拡大に後押しされ、近年さらに高まっている。このように様々な「食と健康」情報が更新さ
れる中、現在「おいしい」という感覚がヒトを元気にするのではないかという研究が始まっている。
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に
比
べ
5
年
後
の
2
0
2
0
年
度
は
2
倍
以
上

の
2,
8
4
3
億
4,
0
0
0
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

食
品
に
は
三
つ
の
機
能
が
あ
り
、
一
次
機
能
で

あ
る
「
栄
養
」、
二
次
機
能
で
あ
る
「
嗜
好
」、
三

次
機
能
で
あ
る
「
生
体
調
節
作
用
」
そ
れ
ぞ
れ
に

研
究
が
進
ん
で
き
た
。
一
般
的
に
食
品
機
能
性
と

は
、食
品
の
三
次
機
能
で
あ
る「
生
体
調
節
作
用
」

を
指
し
、
医
薬
品
と
同
様
に
食
品
に
含
ま
れ
る
成

分
が
消
化
管
か
ら
吸
収
さ
れ
、
生
体
に
有
益
な
生

理
学
的
変
化
を
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
「
健
康
に
良
い
食
事
」
と
言
う
と
、
ビ
タ

食
と
健
康
の
結
び
つ
き
は
生
き
る
た
め
の
基
本

で
あ
り
、
初
等
教
育
で
は
「
食
育
」
と
し
て
浸
透

し
て
い
る
。
健
康
寿
命
の
延
伸
が
強
く
望
ま
れ
る

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
多
く
の
人
が
健
康
の
維

持
・
増
進
と
食
の
関
係
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
常

に
新
し
い
情
報
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
テ

レ
ビ
番
組
や
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
発
信

さ
れ
る
情
報
が
過
多
に
な
り
、〝
何
が
正
し
い
の

か
〟〝
何
を
信
じ
れ
ば
い
い
の
か
〟
が
判
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
消
費
者
が
正

し
い
情
報
を
選
択
し
健
康
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
2
0
1
5
年
か
ら
「
機
能
性
表
示

食
品
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
事
業
者
の
責
任

で
「
記
憶
力
を
維
持
す
る
」「
ス
ト
レ
ス
を
緩
和

す
る
」
と
い
っ
た
驚
く
べ
き
機
能
の
表
示
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
も
、
消
費
者
に
混
乱
を
招
く
一

つ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
市
場
の
成

長
は
著
し
い
。
株
式
会
社
矢
野
経
済
研
究
所
の

調
べ
で
は
、
機
能
性
表
示
食
品
の
市
場
規
模
は

メ
ー
カ
ー
出
荷
金
額
ベ
ー
ス
で
、
2
0
1
6
年

度
が
1,
3
6
4
億
6,
0
0
0
万
円
だ
っ
た
の

〝
お
い
し
さ
〟
と
〝
健
康
〟
の
関
係
は
？

SIT Academic Column おいしいがあなたを元気にする。
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勤
め
て
い
た
製
菓
会
社
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
研

究
を
始
め
た
越
阪
部
教
授
は
、
1
9
9
0
年
代

初
頭
に
は
虫
歯
の
元
と
さ
れ
て
い
た
子
供
向
け

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
市
場
を
拡
大
す
る
た
め
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
で

あ
る
カ
カ
オ
豆
に
は
渋
味
を
呈
す
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
が
、
当
時
の
子
供
向

け
商
品
で
は
、
甘
さ
や
ミ
ル
ク
感
を
強
調
す
る
た

め
に
、
渋
味
を
除
去
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

の
豊
富
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
赤
ワ
イ
ン
な
ど
は
、

大
人
の
嗜
好
品
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
物
理
化
学
的
性
質
や
生
理
活
性
に
つ
い

て
研
究
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
現
在
で
は
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
が
健
康
の
維
持
・
増
進
効
果
を
有
す

る
こ
と
が
多
く
の
人
達
に
理
解
さ
れ
、
国
内
外
を

問
わ
ず
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
配
合
率
の
高
さ
を
う
た

う
製
品
が
数
多
く
発
売
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
約
8
0
0
0
種

類
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
単
一
の
成
分
で
は
な
い

た
め
、
生
体
調
節
機
能
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
ど
の
よ
う
な
成
分
が
、
ど
の
よ
う
に
機
能
を

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
な
ど
の
食
品
成
分

を
効
率
的
に
摂
取
で
き
る
食
事
が
連
想
さ
れ
る
。

一
方
、
ヒ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
動
物
は
、
砂
糖
や

脂
肪
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
栄
養
素
を

お
い
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
お
い
し
さ
と
健
康
は
両
立
し

な
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
そ
れ
で
は
、
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
た
時
に
感
じ
る
目
が
覚
め
る
よ
う
な

快
感
や
、
お
い
し
さ
を
求
め
る
行
動
は
「
健
康
」

と
は
結
び
つ
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
、
お
い

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
食
品
の
二
次
機
能
「
嗜
好
」

が
、食
品
の
三
次
機
能
で
あ
る「
生
体
調
節
作
用
」

を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
生
命
科
学

科
の
越
阪
部
奈
緒
美
教
授
だ
。
味
・
香
り
・
色
・

食
感
な
ど
の
感
覚
神
経
か
ら
入
力
さ
れ
る
食
品
の

情
報
、
す
な
わ
ち
「
食
感
覚
」
が
生
体
を
調
節
し

て
い
る
こ
と
を
解
明
し
て
い
く
。

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
軽
い
ス
ト
レ
ス

図 1　渋味成分の恒常性維持増進作用

図 2　渋味成分単回投与によるマウスの自発行動量の変化
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専門は機能性食品学、栄養学、薬理学。星薬科大学薬学部を卒業後、明治製菓
株式会社に入社し、９年間医薬品の薬理安全性評価業務に従事、その後 15 年間
機能性食品開発研究業務に従事。2000 年博士号（薬学）を取得、2008 年東京
大学大学院農学生命研究科・非常勤講師、芝浦工業大学システム工学部・非常勤
講師、2009 年芝浦工業大学システム工学部・准教授、2011年同大学・教授。

芝浦工業大学公式 YouTube チャンネル
芝浦工大の多様な研究を紹介する SIT Lab シリーズ公開中

【SIT Lab Vol.13】  おいしいがあなたを元気にする

発
揮
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、

明
確
で
は
な
い
の
だ
。
ま
た
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は

ほ
と
ん
ど
体
内
に
吸
収
さ
れ
な
い
と
い
う
性
質
を

持
つ
こ
と
も
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
を
難
し
く
し
て

い
る
。近
年
欧
米
で
は
、摂
取
し
た
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
が
腸
内
細
菌
叢
へ
影
響
を
及
ぼ
す
で
は
な
い
か

と
い
う
仮
説
が
提
唱
さ
れ
、
検
証
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ン
プ
ル
な
ど
か
ら
抽

出
し
た
ゲ
ノ
ム
を
網
羅
的
に
解
析
す
る
メ
タ
ゲ
ノ

ム
解
析
に
よ
る
大
規
模
疫
学
調
査
で
は
、
成
人
の

腸
内
環
境
は
一
生
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
変

化
を
受
け
に
く
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
越
阪
部
教
授
は
違
う
仮
説
を
立
て
た
。

渋
味
を
呈
す
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
摂
取
後
す

ぐ
に
、作
業
記
憶
能
の
向
上
、覚
醒
状
態
の
維
持
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
亢
進
、
骨
格
筋
肉
血
流
増
加

と
い
っ
た
変
化
が
見
ら
れ
る
。「
渋
味
」
は
カ
テ

キ
ン
重
合
物
や
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
と
い
っ
た
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
部
が
有
す
る
味
質
だ
。
そ
こ

で
、
渋
味
と
い
う
特
有
な
感
覚
刺
激
に
よ
り
、
脳

が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
理
反
応

を
発
生
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説

を
立
て
た
。
渋
味
成
分
を
摂
取
さ
せ
た
マ
ウ
ス
の

脳
で
は
神
経
活
動
が
亢
進
し
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ

ン
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ヒ
ト
は
渋
味

を
ス
ト
レ
ス
と
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
一
般
に
、
災
害
の
経
験
や
肉
親
と
の
別
れ
な

ど
の
強
い
ス
ト
レ
ス
と
は
異
な
り
、
軽
い
ス
ト
レ

ス
（
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ウ
ナ
・
温
泉
）
は
、
ヒ
ト
の

健
康
の
維
持
増
進
に
働
く
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ル
ミ
シ

ス
効
果
を
示
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。「
渋
味
」

が
軽
い
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
、
恒
常
性
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
慢
性
疾
患
に
か
か
り
に
く
く
な
っ
た

り
、
老
化
を
遅
延
さ
せ
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
の
だ
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、食
感
覚
（
渋
味
・

辛
味
成
分
）
が
図
1
の
よ
う
に
①
感
覚
神
経
に
受

容
さ
れ
る
こ
と
、
②
そ
の
シ
グ
ナ
ル
が
中
枢
神
経

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
、
③
引
き
続
き
交
感
神
経

活
動
が
亢
進
す
る
こ
と
、
④
そ
の
結
果
、
末
梢
に

お
い
て
有
益
な
生
理
学
的
変
化
が
起
こ
る
こ
と
を

見
出
し
た
。
こ
の
研
究
結
果
は
、
毎
日
の
食
事
の

中
で
摂
取
さ
れ
る
成
分
に
は
、
医
薬
品
な
ど
の
化

学
物
質
と
は
異
な
っ
た
特
有
の
生
体
調
節
作
用
発

現
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
渋
味
成
分
を
投
与
し
た
マ
ウ

ス
と
水
を
投
与
し
た
マ
ウ
ス
の
運
動
量
を
比
較
し

た
図
2
で
は
、
渋
味
成
分
に
よ
っ
て
マ
ウ
ス
の
自

発
運
動
量
が
増
え
、
す
な
わ
ち
「
元
気
に
な
っ
て

い
る
」
こ
と
が
わ
か
る
。
越
阪
部
教
授
が
目
指
す

の
は
、「
お
い
し
い
さ
が
ヒ
ト
を
元
気
に
す
る
」

を
証
明
し
、
多
く
の
ヒ
ト
の
食
生
活
を
豊
か
に
す

る
こ
と
だ
。
今
後
さ
ら
に
食
感
覚
と
生
体
調
節
の

関
連
性
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
で
、「
健
康
な
食

生
活
」
＝
「
お
い
し
い
食
生
活
」
と
い
う
こ
と
が

常
識
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

越阪部 奈緒美 教授
システム理工学部生命科学科

profile

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
元
気
に
な
る

SIT Academic Column おいしいがあなたを元気にする。
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在学生の「今」
「あなたの想いは届いたか」

機械系学科４年 S さん

　新型コロナウイルス感染症
拡大の影響で、保護者の家計
が急変したり、学生のアルバ
イト収入が激減したりするな
ど、学業継続に支障をきたす
状況が発生しました。そのた
め、2020 年 4 月よりコロナ
対策学生支援プロジェクトを
設立し、集まった募金により 
学生臨時給付奨学金 は延べ
252 人、コロナ対策授業料減
免奨学金 は 91 人（2021 年
3 月末時点）へ速やかな経済
支援を行うことができました。

●  

奨
学
金
が
繋
い
だ
大
学
院
で
の 

研
究
継
続

　
学
期
中
は
教
職
課
程
と
専
門
課
程
の
勉
強
を
両

立
さ
せ
、
長
期
休
暇
中
に
は
課
外
活
動
に
時
間
を

割
け
る
よ
う
、
自
己
管
理
の
方
法
を
学
び
続
け
て

き
ま
し
た
。
実
家
か
ら
片
道
2
時
間
以
上
の
通
学

路
の
中
で
、
電
車
内
で
も
こ
な
せ
る
レ
ポ
ー
ト
を

進
め
、
講
義
の
な
い
日
に
は
広
い
場
所
を
必
要
と

す
る
課
題
と
時
間
の
か
か
る
レ
ポ
ー
ト
を
進
め
る

よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
時
間

の
中
で
自
分
が
抱
え
る
こ
と
の
で
き
る
負
担
量
は

ど
れ
だ
け
な
の
か
、
ま
た
自
分
自
身
が
つ
ぶ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
な
の
か

を
大
学
生
活
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
長
期
休
暇
時
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
交
通

費
を
工
面
し
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
部
活
動
、

g
P
B
L
※
に
参
加
す
る
な
ど
学
期
中
に
は
時

間
が
な
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
く
中
で
興
味
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
心
理
学
や
社
会
学
も
、
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
や
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
肌
で
感
じ
、「
知

識
」
と
し
て
学
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
危
機

感
や
重
要
性
を
痛
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

g
P
B
L
に
お
い
て
も
、
海
外
に
出
て
み
る
こ
と

で
日
本
と
の
価
値
観
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
部
活
動
で
も
座
学
で
学
ん
だ
内
容
を
実
際
に

自
分
の
手
で
や
っ
て
み
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
ら
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
2
0
2
0

年
4
月
の
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
で
、
家
庭
の
収

入
が
急
に
不
安
定
に
な
り
、
同
時
に
案
内
の
あ
っ

た
大
学
か
ら
の
奨
学
金
に
申
請
し
ま
し
た
。
こ
の

奨
学
金
を
頂
け
た
こ
と
、
学
費
の
減
免
を
し
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
事
卒
業
し
、
大
学
院
に

進
学
し
研
究
を
継
続
で
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

援
助
に
感
謝
し
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
微
力
な
が
ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

（2020 年度当時）

※ gPBL（global Project-Based-Learning：グローバル課題解決型学習）

意欲があるにも関わらず、コロナ禍によって経済的
に学業継続が困難となる学生を対象に、臨時給付奨
学金を支給する。教職員、校友会や趣旨に賛同いた
だく個人・団体・法人の方々からの「コロナ対策学生
支援プロジェクト募金」が資金にあてられる。学位

芝浦工業大学学臨時奨学金 　https://www.shibaura-it.ac.jp/news/nid00001146.html 
芝浦工業大学コロナ対策授業料減免奨学金 　https://www.shibaura-it.ac.jp/news/nid00001156.html

詳細

芝浦工業大学学生臨時給付奨学金・コロナ対策授業料減免奨学金概要

取得を目的に在学する正規在学学生一人に対し、月
10 万円を最大 5 か月申請できるものであり、その申
請には新型コロナウイルス感染拡大による収入減少
を証明する書類の申請が必要である。また同様に、
1/2 を上限に授業料等の減免を実施する。

特別企画
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世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大を背景に、学生の家計急変などに対応するための
経済的支援策「コロナ対策学生支援プロジェクト募金」を昨年度４月よりスタートいたしました。

校友をはじめ多くの皆様から心のこもった温かいご寄付を賜り、お陰様で現時点で累計約
1,000 件（個人団体含む）、総額１億８千万円に達しております。改めまして、皆様からのご厚
情に厚く御礼申し上げます。

さて、昨年度は皆様からのご寄付を原資として、オンライン環境整備費用として全学生に対
する一律 6 万円の臨時奨学金の支給や、経済的に学業継続が困難となる学生を対象とした芝
浦工業大学学生臨時給付奨学金および芝浦工業大学コロナ対策授業料減免奨学金（P.16 参
照）を創設し、学生支援を実施して参りました。

今年度より各キャンパスでの対面授業を再開いたしますが、学生の安全を第一に引き続き教
職員が一丸となって教育の質保証に努めて参ります。

依然として新型コロナウイルス感染症の拡大が収束を見ないなか、コロナウイルスによる経
済的影響での退学者を1 人も出さないために、今年度も継続的に学生にさらなる経済的支援
を講じて参りたいと考えております。

ひとりでも多くの皆様にご賛同いただき、この資金を通じて本学学生へ力強いご支援を賜り
ますよう、心よりお願い申し上げます。

以　上

学校法人芝浦工業大学 理 事 長 鈴見  健夫
芝浦工業大学 学     長  山田  純
芝浦工業大学校友会 会    長 加藤善次郎
芝浦工業大学後援会 会    長 柴山  裕子

コロナ対策学生支援プロジェクト募金
コロナによる退学者を一人も出さない	

スマートフォンは
こちらから

「芝浦工業大学コロナ対策学生支援プロジェクト募金」の
趣旨に基づく学生への緊急経済支援

1口1万円
なお、口数は１口未満でもご厚意を受け取らせていただきます

2022 年 3月31日まで

本学Webサイトからお願いいたします

１. 募集目的

２. 募集金額

3. 募集期間

４.申込方法
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私
は
1
9
6
4
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
ま
し
た
。
そ
の
後
1
8

年
経
て
1
9
8
2
年
に
ア
メ
リ
カ
人
の
主
人
に

先
立
た
れ
未
亡
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
人

が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
ト
ー
レ
ン
ス
市
の
要
職
に

あ
っ
た
関
係
か
ら
、
私
は
自
分
の
住
む
市
の
ト
ー

レ
ン
ス
市
と
日
本
の
千
葉
県
柏
市
と
の
姉
妹
都

市
関
係
の
成
立
に
関
わ
っ
て
、
姉
妹
都
市
協
会

と
い
う
市
民
団
体
を
立
ち
上
げ
1
9
7
6
年

に
そ
の
会
長
に
な
り
、
1
9
8
2
年
に
は
そ
の

職
を
退
い
た
ば
か
り
の
時
で
、
主
人
が
亡
く
な
っ

た
時
に
は
市
は
１
週
間
国
旗
を
半
旗
に
し
て
く

れ
、
当
時
の
市
長
が一
人
に
な
っ
た
私
の
事
を
心

配
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
時
に
立
ち
上
が
っ
た
ば

か
り
の
L
A
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
準
備
委
員
会

（
L
A
O
O
C
）
に
私
の
推
薦
状
を
書
い
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ピ
ー
タ
ー
・
ユ
ベロ
ス
と

い
う
L
A
O
O
C
会
長
が
経
費
を
お
さ
え
る
為

に
初
め
て
幅
広
く
、
全
て
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
起

用
、
ま
た
会
場
も
新
設
し
な
い
徹
底
し
た
経
費

軽
減
で
初
め
て
主
催
地
に
黒
字
を
も
た
ら
し
た

画
期
的
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
以
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
運
営
の
見
本
、
礎
と
な
り
ま
し
た
。

1
9
8
2
年
に
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
色
々

と
模
索
実
験
中
で
私
が
面
接
を
受
け
た
時
に
こ

の
計
画
を
知
ら
さ
れ
、
職
員
と
し
て
採
用
す
る

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
そ

れ
で
も
良
い
か
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
別
に
生
活

に
困
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
そ
れ
で

も
良
い
と
い
う
返
事
を
し
て
準
備
委
員
会
で
の
仕

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
9
8
4
年
の

L
A
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
正
式
発
足
ま
で
の

２
年
間
の
準
備
実
験
期
間
で
し
た
。
そ
れ
は
日

本
語
通
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
採
用
試
験
の
問
題
を

作
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
の
日
本
語
教
授
と
一
緒
に
試
験

の
問
題
テ
ー
プ
を
製
作
し
ま
し
た
。
20
分
の
テ
ー

プ
の
問
題
を
聴
い
て
そ
の
答
え
を
テ
ー
プ
に
吹
き

込
ん
で
も
ら
い
、
そ
れ
を
聴
い
て
採
点
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
一
人
い
く
ら
か
の
採
点
料
を
払
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

準
備
期
間
が
終
わ
り
実
際
に
L
A
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
が
あ
っ
た
時
、
私

は
す
で
に
２
年
間
先
行
だ
っ
た
為
に
や
り
た

い
役
柄
を
選
ぶ
特
権
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
、

V
I
P
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
I
O
C
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
）
理
事
が
各
国
に
２
人
い
て
そ
れ
ら
理
事
の

ア
テ
ン
ド
の
仕
事
で
す
。
こ
の
役
柄
の
詰
所
は
ビ

ル
ト
モ
ア
ホ
テ
ル
の
中
で
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
儀
礼
教
育
が一
番
重
要
で
し
た
。
歴
史
的
に

I
O
C
理
事
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
貴
族
の
肩
書
き

の
あ
る
人
が
多
く
、
こ
の
肩
書
き
に
よ
り Your 

H
ighness, Your Excellency, Sir, Prince, 

Princess 

な
ど
と
呼
ぶ
違
い
を
教
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
ど
こ
に
で
も
案
内
や
説
明
が
で
き

る
よ
う
に
L
A
の
地
理
や
歴
史
、
事
情
な
ど
も

勉
強
し
ま
し
た
。

私
は
J
O
C
（
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）

の
理
事
の
ア
テ
ン
ド
な
の
で
す
が
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
終
わ
り
、
開
会
間
際
に
な
っ
た
ら
突
然

W
ashington D

C

と
N
Y
か
ら
男
性
が
２
人

乗
り
込
ん
で
き
て
、
I
O
C
委
員
の
猪
谷
（
千

春
）
氏
と
J
O
C
の
黒
川
（
光
隆
）
氏
の
ア
テ

ン
ド
に
な
っ
た
の
で
す
。
L
A
の
こ
と
も
何
も
知

ら
な
い
事
前
教
育
も
受
け
な
か
っ
た
人
に
突
然

割
り
込
ま
れ
て
、
こ
の
社
会
は
や
は
り
政
治
的

コ
ネ
が
あ
る
人
が
強
い
の
だ
と
不
条
理
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
予
備
的
に
待
機
さ
せ

ら
れ
る
だ
け
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
実
は
こ
の
年

か
ら
I
O
C
理
事
に
定
年
制
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
理
事
を
し
て
い
た
日

本
の
竹
田
恒
徳
氏
（
旧
皇
族
）
が
（
こ
の
年
に

定
年
で
猪
谷
氏
が
そ
の
後
任
で
す
が
）、
前
理
事

と
し
て
参
加
さ
れ
た
の
で
す
。
同
じ
待
遇
は
し

な
い
と
い
う
方
針
に
大
変
ご
不
満
で
、
私
が
そ
の

交
渉
を
頼
ま
れ
例
外
的
に
日
本
は
３
人
の
理
事

待
遇
が
認
め
ら
れ
て
、
結
局
私
は
竹
田
恒
徳
氏

の
ア
テ
ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。
竹
田
氏
は
明
治

天
皇
の
孫
で
戦
後
皇
族
離
脱
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
社
会
で
は
い
ま
だ
に
プ
リ
ン

ス
竹
田
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

I
O
C
理
事
は
ビ
ル
ト
モ
ア
ホ
テ
ル
に
滞
在

し
、
専
任
の
ア
テ
ン
ド
と
車
、
運
転
手
が
つ
く
の

で
す
。
私
の
仕
事
は
い
わ
ば
私
設
秘
書
の
よ
う
な

も
の
で
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
車
の
手
配
を
し
て

案
内
を
す
る
の
で
す
が
ど
の
会
場
も
V
I
P
特

別
席
で
ご
相
伴
し
て
観
戦
出
来
、
一
番
良
い
目
を

見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
に
は
夜
に
歯
が

芝
浦
工
業
大
学
の
源
流
、
東
京
高
等
工
商
学
校
創
立
者
の
有
元
史
郎
の
三
女
、

有
元
美
佐
子
ヘ
ン
ソ
ン
氏
の
寄
稿
で
す
。
長
ら
く
米
国
に
住
む
同
氏
に
、

運
営
に
関
わ
ら
れ
た
1
9
8
4
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
と

96
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
の
思
い
出
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
出

有
元
美
佐
子
ヘ
ン
ソ
ン

寄
稿
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痛
く
な
っ
た
か
ら
と
連
絡
が
あ
り
、
歯
医
者
を

探
し
て
お
連
れ
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
雑
用
も
あ
り

ま
し
た
。
竹
田
恒
徳
氏
の
ご
子
息
が
馬
術
競
技

の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
き
て
い
た
の
で
、
遠
方
で

開
催
さ
れ
る
馬
術
競
技
に
お
供
す
る
の
で
遠
出

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

こ
の
ご
子
息
竹
田
恒
和
氏
が
日
本
の
J
O
C

の
理
事
に
な
り
最
近
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
賄
賂
疑
惑
で
話

題
に
な
っ
て
J
O
C
の
理
事
を
辞
任
し
た
と
い
う

ニュ
ー
ス
を
見
て
時
の
経
つ
の
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
恒
徳
氏
か
ら
は
特
に
重
要

な
仕
事
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
1
9
3
2

年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
時
に
城
戸
（
俊
三
）

中
尉
と
い
う
方
が
馬
術
障
害
競
技
で
優
勝
を
目

前
と
し
な
が
ら
愛
馬
「
久
軍
号
」
の
疲
労
を
察

し
レ
ー
ス
を
中
断
、
勝
利
よ
り
愛
馬
を
選
ん
だ

城
戸
中
尉
の
行
為
は
世
界
中
の
賞
讃
の
対
象
と

な
り
、
2
年
後
に
ア
メ
リ
カ
が
記
念
碑
を
建
て

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
城
戸
中
尉
は
竹
田
宮
家

の
馬
術
の
先
生
で
現
在
も
健
在
し
て
お
り
、
今

回
そ
の
記
念
碑
を
探
し
て
写
真
を
撮
っ
て
城
戸

先
生
に
報
告
し
た
い
と
い
う
事
で
、
そ
の
記
念
碑

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
と
い
う
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
昔
の
記
念
碑
は

誰
も
聞
い
た
こ
と
が
な
く
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
一
体
全
体
果
た
し
て
ど
う
し
た
も

の
か
途
方
に
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
頭
に
閃
き
が
あ
っ
て
姉
妹
都
市
の
関

係
で
親
し
い
ト
ー
レ
ン
ス
市
の
公
園
、
民
生
部
の

部
長
に
助
け
舟
を
求
め
、事
情
を
説
明
し
リ
サ
ー

チ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。

す
る
と
間
も
無
く
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
市
に
あ

る
ル
ビ
ド
ー
山
と
い
う
場
所
に
あ
り
、
リ
バ
ー

サ
イ
ド
市
の
記
念
公
園
と
な
っ
て
い
る
が
現
在

閉
鎖
さ
れ
て一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
早
速
一
日
こ
の
た
め
に
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ま
で
車
で
竹
田
氏
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。

リ
バ
ー
サ
イ
ド
市
の
公
園
課
部
長
と
歴
史
記
念

地
域
部
長
が
迎
え
て
く
れ
て
、
山
の
麓
の
ゲ
ー

ト
の
鍵
を
開
け
て
く
れ
ル
ビ
ド
ー
山
の
頂
上
ま

で
怖
い
く
ら
い
の
急
な
細
い
崖
淵
の
坂
道
を
登

り
記
念
碑
は
こ
の
山
の
頂
上
に
あ
り
ま
し
た
。

1
9
3
4
年
8
月
に
建
て
ら
れ
、
銅
板
に
日

本
語
で
『
情
け
は
武
士
の
道
』[ D

uring the 

Equestrian G
am
es of the 10th O

lym
piad 

LT. C
ol. Shunzo Kido turned aside from

 

the prize to save his horse. H
e heard 

the low

 voice of m
ercy, not the loud 

acclaim

 of glory] 

と
刻
ま
れ
桜
の
花
の
装
飾

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
前
に
外
国
で
書
か
れ
た

日
本
語
は
下
手
な
字
が
多
く
時
に
は
恥
ず
か
し

い
思
い
も
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
大
変
立
派
な

字
で
桜
の
飾
り
も
趣
味
良
く
で
き
て
い
て
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド

市
に
は
歴
史
的
由
緒
あ
る
有
名
な
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

イ
ン
」
と
い
う
ホ
テ
ル
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ

を
建
て
た
実
業
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
ミ
ラ
ー
氏
は
親

日
家
で
当
時
動
物
愛
護
協
会
の
会
長
も
し
て
お

り
、
感
動
し
た
彼
の
肝
い
り
で
こ
れ
が
作
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
も
し
私
で
な
く
外
か
ら
割
り
込
ん
で

き
た
２
人
が
竹
田
氏
の
ア
テ
ン
ド
に
な
っ
て
い
た

ら
、
こ
の
短
い
滞
在
中
に
こ
れ
を
探
り
出
し
案

内
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
か
ら
12
年
後
に
ア
ト
ラ
ン

タ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
か
な
り
取
り

入
れ
通
訳
試
験
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
時
と
基
本
同

じ
も
の
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
そ
の
採
点
係
を
頼

ま
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
を
わ
ざ
わ
ざ
ア
ト
ラ
ン
タ

か
ら
郵
送
し
て
き
て
そ
れ
を
採
点
す
る
の
で
す
、

こ
れ
は
一
人
当
た
り
い
く
ら
と
以
前
と
同
じ
よ
う

に
支
払
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
応
募
す
る

人
の
質
の
違
い
に
か
な
り
驚
い
た
も
の
で
す
。
こ

の
時
は
日
本
か
ら
の
留
学
生
が
か
な
り
い
て
そ

の
人
た
ち
の
日
本
語
の
お
粗
末
さ
、
無
礼
さ
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
で
日
本
語
を

勉
強
し
た
人
の
方
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
丁
寧
な
日

本
語
を
使
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
か
な
と
思
い
ま

し
た
が
こ
ち
ら
か
ら
ア
ト
ラ
ン
タ
ま
で
の
交
通

費
、滞
在
費
な
ど
考
え
る
と
か
な
り
大
変
で
す
。

と
こ
ろ
が
間
際
に
な
っ
た
時
主
人
の
友
人
が
ア
ト

ラ
ン
タ
に
引
っ
越
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
そ
こ
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
回
は
締
め
切
り
間
際
に
参
加
し
た
一ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
か
ら
前
の
よ
う
に
贅
沢
な
こ
と
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
、
割
り
当
て
ら
れ
た
役
目
を

す
る
だ
け
で
す
が
、色
々
の
役
に
回
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ン
タ
の
友
人
の
家
は
郊
外
で
会
場
ま
で

は
地
下
鉄
で
通
い
ま
し
た
。
結
構
公
共
の
交
通

が
便
利
で
し
た
が
役
柄
に
よ
っ
て
は
朝
の
4
時

頃
に
起
き
て
い
か
な
け
れ
ば
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
給
料
を
も
ら
う
仕
事
だ
っ
た
ら
絶
対
や

ら
な
い
と
自
分
で
思
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
か
ら
朝
の
4
時
で
も
起
き
て
い
く
と
い
う
の

も
道
理
に
合
わ
な
い
天
邪
鬼
な
理
屈
で
す
ね
。

沢
山
の
人
が
集
ま
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
広
場
で
有
名

な
爆
破
事
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
前
日
に
い
て
楽
し
ん
で
い
た
場
所
で
し
た
の
で

シ
ョッ
ク
で
し
た
。

回
っ
て
き
た
仕
事
の
一つ
に
野
球
場
が
あ
り
ま

し
た
。
一
番
初
め
の
日
に
説
明
不
足
で
入
口
の

２
つ
あ
る
ゲ
ー
ト
の
一つ
に
行
き
ま
し
た
ら
金
網

ゲ
ー
ト
の
鍵
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
か
な
り

沢
山
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
み
ん
な
開
く

の
を
待
っ
て
い
る
よ
う
で
開
門
は
30
分
後
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
私
は
役
柄
そ
の
前
に
入
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
も
う
一つ
の
方
の

門
に
回
っ
て
い
く
に
は
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
や

む
な
く
金
網
を
よ
じ
登
っ
て
超
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
金
網
は
私
の
背
丈
よ
り
高
く
８

フィ
ー
ト
く
ら
い
の
高
さ
で
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
大

会
の
制
服
は
幸
い
キ
ュ
ロ
ッ
ト
で
し
た
が
、
こ
の

金
網
に
よ
じ
登
り
向
こ
う
側
に
越
え
る
時
に
キ
ュ

ロ
ッ
ト
が
金
網
に
ひ
っ
か
か
っ
て
ビ
リ
ビ
リ
と
破

け
ま
し
た
。
ヤ
バ
イ
と
思
い
ま
し
た
が
や
っ
と
向

こ
う
側
に
着
地
で
き
ま
し
た
。
門
の
外
で
待
っ
て

い
た
沢
山
の
観
客
は
私
の
す
る
こ
と
を
あ
っ
け
に

と
ら
れ
て
み
て
い
ま
し
た
が
、
皆
が
や
ん
や
や
ん

や
の
大
喝
采
を
し
て
く
れ
た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
で
す
。
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

芝
浦
工
業
大
学

2021年度　入学試験志願者数報告
芝浦工業大学　学部
一般入試 芝浦工業大学大学院	理工学研究科

芝浦工大附属中学高等学校

芝浦工大柏中学高等学校

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

機械工学科 95 3,241 3,529 92% 

機械機能工学科 95 1,762 1,875 94% 

材料工学科 90 1,434 1,694 85% 

応用化学科 90 2,285 2,622 87% 

電気工学科 90 1,995 2,175 92% 

電子工学科 90 2,193 2,074 106% 

情報通信工学科 90 2,601 2,849 91% 

情報工学科 95 4,018 3,859 104% 

土木工学科 90 1,299 1,643 79% 

工学部		計 825 20,828 22,320	 93%	

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

電子情報システム学科 92 2,639 2,413 109% 

機械制御システム学科 75 1,460 1,819 80% 

環境システム学科 75 1,188 1,347 88% 

生命科学科  生命科学コース 46 1,118 1,145 98% 

生命科学科  生命医工学コース 45 1,002 1,175 85% 

数理科学科 57 1,322 1,391 95% 

システム理工学部		計 390 8,729	 9,290 94%	

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

デザイン工学科 
（生産・プロダクトデザイン系） 70 1,456 1,409 103% 

デザイン工学科 
（ロボティクス・情報デザイン系） 70 1,516 1,410 108% 

デザイン工学部		計 140 2,972	 2,819	 105%	

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

建築学科 APコース
（先進的プロジェクトデザインコース） 22 738 886 83% 

建築学科 SAコース
（空間・建築デザインコース） 79 2,628 3,010 87% 

建築学科 UAコース
（都市・建築デザインコース） 79 2,176 2,580 84% 

建築学部		計 180 5,542	 6,476	 86%	

志願者数 前年志願者数 対前年比

総計 38,071	 40,905	 88%

学科 入学定員 志願者数

電気電子情報工学専攻 110 185 

材料工学専攻 40 66 

応用化学専攻 30 54 

機械工学専攻 85 139 

システム理工学専攻 75 147 

国際理工学専攻 10 5 

社会基盤学専攻 25 24 

理工学研究科	修士課程	計 485	 766	

学科 入学
定員 志願者数

地域環境システム専攻 12 9 

機能制御システム専攻 15 12 

理工学研究科	博士（後期）課程	計 27		 21	

大学院	合計 512	 787	

募集 志願者数

中学校 160 2,040 

高等学校 50 181 

募集 志願者数

中学校 約 180 2,325 

高等学校 約 120 1,362 

　2021 年度学部一般入試では、国内において 18 歳人
口および浪人生が減少したことに加え、コロナ禍の影響
による首都圏の大学進学を避ける傾向が見られ、首都圏
の多くの大学で志願者数減少の傾向となりました。本学
も全体として 38,071 人と、前年度（40,905 人）から前
年比 93％となりました。主要私立大の一般方式志願者
数は前年度比 87％（河合塾調べ）と比べ、健闘してい
る数値と言えます。その中で、英語外部試験有資格者の
増加により「英語資格・検定試験利用方式」の志願者が
対前年比 114% と増加。また大学入学共通テスト方式（後
期）が前年度比 162％となり、国公立大学の併願として
本学を受験する層が増加したという結果が見られました。

※志願者数は一般入試の人数。

※ 募集のうち大学入学共通テスト利用方式（後期）については、学部単位での募集
のため上記募集数には含まれない
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デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
松
川
さ
ん
と
建
築
学
科
の
森
永
さ
ん
が
2
0
2
0
年
度
の
S
I
T
賞
を
受
賞

　
　

芝
浦
工
業
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献　
　

松
川
さ
ん
は
2
0
2
1
年
1
月
2

日
・
3
日
開
催
の
第
97
回
東
京
箱
根
間

往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）
に
、

芝
浦
工
業
大
学
と
し
て
2
人
目
と
な
る

関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
へ
選
出
さ
れ
10

区
に
出
場
し
ま
し
た
。
区
間
タ
イ
ム
1

時
間
10
分
50
秒
の
好
記
録
で
、
区
間
6

位
で
完
走
（
※
オ
ー
プ
ン
参
加
の
た
め

参
考
）
し
、
学
生
連
合
チ
ー
ム
の
復
路

11
位
に
も
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
記
録
は
2
0
0
9
年
の
第
85

森
永
さ
ん
は
2
0
2
1
年 

3
月 

7

日
に
行
わ
れ
た
「
せ
ん
だ
い
デ
ザ
イ
ン

リ
ー
グ
2
0
2
1
卒
業
設
計
日
本
一

決
定
戦
」
に
お
い
て
、「
私
の
人
生
（
家
）

～
心
理
モ
デ
ル
と
し
て
の
住
宅
と
、
遡

及
的
改
修
に
よ
る
セ
ル
フ
セ
ラ
ピ
ー

～
」
と
い
う
作
品
で
最
高
賞
（
日
本
一
）

回
大
会
に
て
佐
野
広
明
さ
ん
（
麗
澤
大
・

3
年
）
が
出
し
た
関
東
学
生
連
合
チ
ー

ム
の
同
区
間
記
録
（
1
時
間
10
分
51
秒
・

参
考
）
を
更
新
す
る
も
の
で
し
た
。

受
賞
に
当
た
り
、
松
川
さ
ん
は

「
2
0
2
1
年
度
は
自
分
が
陸
上
競
技

部
駅
伝
ブ
ロ
ッ
ク
を
引
っ
張
っ
て
い
く

存
在
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
競
技

だ
け
で
な
く
学
業
も
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
で
の
箱
根
駅

伝
出
場
を
目
指
す
の
で
、
引
き
続
き
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
、

今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

に
輝
き
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
の
新
建

築
学
部
開
設
後
で
初
と
な
る
第
一
期
の

卒
業
生
に
よ
る
、
価
値
あ
る
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

受
賞
に
あ
た
り
、
森
永
さ
ん
は
「
卒

制
を
す
る
に
あ
た
り
、
相
対
的
な
評
価

を
得
る
こ
と
が
家
族
へ
の
恩
返
し
に
な

る
。
ま
た
、
自
分
が
1
年
苦
し
ん
だ
卒

制
で
22
年
間
の
自
分
の
人
生
で
培
っ
た

価
値
観
や
思
考
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
な

評
価
を
さ
れ
る
の
か
知
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
優
勝
を
経
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
が
、
驕
る
こ
と
な
く
自
分
の

人
生
を
し
っ
か
り
と
生
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

第一線で活躍する建築家が審査を行
う、国内で最もメジャーな卒業設計賞。
2002年に始まり今回で19回目。例年
300以上の応募がある。

せんだいデザインリーグ
卒業設計日本一決定戦とは？

©︎KGRR

ファイナル（公開審査）の
様子はこちら。

	

建
築
学
科
A
P
コ
ー
ス
卒	

森
永	

あ
み
さ
ん

	

デ
ザ
イ
ン
工
学
科	

2
年	

松
川	
雅
虎
さ
ん
（
陸
上
競
技
部
）
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

※本紙中の社名ならびに商標は各団体や各企業に属します。 

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

2
0
2
1
年
４
月
１
日
か
ら
の
芝
浦

工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校
次
期
校
長

に
、
同
校
の
佐
藤
元
哉
前
教
頭
が
就
任
し

ま
し
た
。
任
期
は
2
0
2
4
年
３
月
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

佐
藤
元
哉
新
校
長
は
芝
浦
工
業
大
学
柏

中
学
高
等
学
校
に
2
0
0
6
年
ま
で
26

年
間
勤
務
。
在
勤
中
は
、
1
9
9
0
年

に
柏
高
等
学
校
の
共
学
化
、
1
9
9
9

年
に
中
学
併
設
化
に
携
わ
り
ま
し
た
。
附

属
中
学
高
等
学
校
と
柏
中
学
高
等
学
校
の

１
年
間
の
学
校
間
交
流
を
経
て
、
中
学
高

等
学
校
の
教
頭
補
佐
、
な
ど
を
歴
任
。
主

に
渉
外
・
広
報
業
務
、
進
路
指
導
体
制
の

改
善
・
強
化
、
進
路
指
導
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

附
属
中
学
高
等
学
校
は
、〈
理
工
系
教

育
〉〈
大
学
連
携
教
育
〉〈
言
語
教
育
〉〈
探

求
教
育
〉
を
教
育
の
根
幹
に
据
え
、
最
先

端
の
教
育
環
境
と
独
自
の
S
T
E
A
M

教
育
で
未
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

育
成
を
目
指
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。佐
藤
元
哉
新
校
長
は「
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
伝
統
と
実
績
を
踏
ま
え
、
中
学
共

学
化
を
機
に
教
育
内
容
の
一
層
の
向
上
を

図
り
な
が
ら
、
独
自
性
を
よ
り
鮮
明
に
打

ち
出
し
た
、『
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
』
の
魅
力

あ
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

新
校
長
に
佐
藤
元
哉
前
教
頭
が
就
任

1977 年 3 月  芝浦工業大学高等学校（現 附属高等学校） 卒業
1981 年 3 月  獨協大学外国語学部英語学科　卒業
1981 年 4 月  芝浦工業大学柏高等学校（現 柏中学高等学校） 教諭
2006 年 4 月 ～ 2007 年 3 月 芝浦工業大学中学高等学校　教諭
2008 年 4 月 ～ 2013 年 3 月 芝浦工業大学中学高等学校　教頭補佐
   ※進路部長／キャリア教育推進室長を 2020 年 3 月まで兼務
2012 年 10 月 ～ 2017 年 9 月 学校法人芝浦工業大学　評議員
2013 年 4 月 ～ 2021 年 3 月 芝浦工業大学中学高等学校　教頭

経歴

芝浦工業大学附属中学高等学校　新校長
1959 年生まれ 62 歳　東京都 出身

佐藤 元哉（さとう もとや）

profile

22



2021.5.25 Vol.39 学校法人芝浦工業大学 経営企画部 企画広報課 東京都港区芝浦３-9-14  TEL: 03-6722-2900 E-mail: koho@ow.shibaura-it.ac.jp

芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校
で

は
、
昨
年
11
月
28
日
に
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
実
験
体

験
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
講
座
は

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
）
教
育
活
動
の
一
環
で
、
芝
浦
工

業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
生
命
科
学
科

の
奥
田
宏
志
准
教
授
と
、
東
邦
大
学
理
学

部
生
物
分
子
科
学
科
の
佐
藤
浩
之
教
授
が

指
導
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
正
式
名
称
は
「
ポ
リ

メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応　

Polym
erase 

C
hain Reaction

」
で
す
。 

近
年
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
方
法
と
し
て
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
の

遺
伝
子
の
一
部
を
大
量
に
複
製
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
を
検
知

し
ま
す
。「
本
来
は
医
療
現
場
よ
り
も
実

験
現
場
で
使
わ
れ
て
い
た
方
法
。
検
査
目

的
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最

近
の
話
」
と
、生
物
科
の
惠
日
格
也
教
諭
。

本
実
験
で
は
進
路
選
択
が
ま
だ
定
ま
っ

て
い
な
い
中
学
３
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

を
敢
え
て
対
象
に
し
ま
し
た
。「
大
学
で

ど
う
い
っ
た
学
び
を
す
る
の
か
を
体
感
し

て
ほ
し
か
っ
た
」
と
、
企
画
担
当
の
宝
田

敏
博
教
諭
は
経
緯
を
話
し
ま
し
た
。

実
験
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
で
実
験
者
本
人
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
増
幅
さ
せ
、
遺
伝
子
型
を
決
定

し
、
ア
ル
コ
ー
ル
耐
性
を
調
べ
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
の

関
心
は
高
く
、
非
常
に
意
欲
的
に
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
参
加

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
仕
組

み
に
驚
い
た
と
い
う
声
や
、
教
授
た
ち
に

よ
る
講
義
や
実
験
が
と
て
も
面
白
か
っ
た 

と
い
う
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

実
際
に
参
加
し
た
米
倉
里
虹
さ
ん
（
中

学
３
年
生
）
は
、「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い

て
テ
レ
ビ
で
知
り
、
興
味
を
持
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
専
用
の
方
法
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
幅
広
く
応
用
が
利
く

こ
と
に
驚
い
た
」
と
言
い
ま
す
。「
ま
だ

中
学
３
年
生
な
の
で
、
文
理
選
択
の
指
標

の
ひ
と
つ
に
し
た
い
と
思
い
、
参
加
し

た
。
元
々
人
体
の
仕
組
み
な
ど
に
興
味
が

あ
る
の
で
、
改
め
て
実
験
の
面
白
み
を
体

感
し
、
理
系
に
進
む
の
も
楽
し
そ
う
だ
と

思
っ
た
」
と
所
感
を
語
り
ま
し
た
。

同
じ
く
参
加
者
の
水
野
史
さ
ん
（
高
校

１
年
生
）
は
、
実
験
参
加
後
に
進
路
希
望

を
文
系
の
社
会
学
部
に
定
め
ま
し
た
。「
理

科
の
選
択
科
目
は
こ
の
実
験
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
生
物
を
選
択
し
た
。
最
終
的
に

進
路
は
文
系
に
決
め
た
け
れ
ど
生
物
に
関

心
は
強
い
の
で
、
社
会
学
の
視
点
か
ら
生

物
学
を
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
」
と
志
を

話
し
ま
し
た
。

 

宝
田
敏
博
教
諭
は
、「
日
常
生
活
か
ら

科
学
的
に
も
の
を
見
る
目
を
養
っ
て
ほ
し

い
。
生
徒
た
ち
の
将
来
に
、
少
し
で
も
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
で
き
て

い
れ
ば
嬉
し
く
思
う
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
高
大
連
携
実
験
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
実
験
体
験
講
座
」
を
開
催

当日の様子。左から３人目が奥田宏志准教授

左：惠日格也教諭（生物科）　中央：米倉里虹さん　右：水野史さん
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